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はじめに 有機ヨウ素ガス（Volatile organic iodine: VOI）は海洋のヨウ素循環を駆動す

る役割をもつ。VOI の 1 種 CH₂I₂の発生は生物活動に起因すると考えられてきたが、最

近、O₃と海水の反応に起因する説が提唱されている。しかし、海水と O₃の反応による

CH₂I₂生成の量的関係は明らかにされていない。本研究では海水中の I-と O₃を反応させ

る実験システムを開発し、その発生メカニズムを明らかにすることを目的とした。 

手法 実験に使用する O₃濃度を自然レベル(0.06～0.08ppm)から数十倍の濃度(0.8～

1.5ppm)に調整した。海水 200ml を入れたガラス製の反応容器（容積 600 mL）に O3を供

給した。この流路を 2 系統準備して、一方は海水に O₃を通気する前にオゾン検知管を

設置した流路、もう一方の流路には海水に O₃を通気した後に有機ガストラップ（もし

くはオゾン検知管）を設置した。通気オゾン量を測定できるオゾン検知管を使用するこ

とで、海水と反応したオゾン量を測定することを可能とした。ガラス容器内の海水と下

流の有機ガストラップを分析して、オゾン反応により発生した CH2I2の量を求めた。 

結果と考察 自然レベル O3実験では、平均 1 pmol の CH₂I₂の発生が確認された。また

高濃度 O3実験では平均 25.4pmol の発生が確認された。さらに、海水に I⁻、IO₃⁻を自然

海水レベルの 10 倍量まで添加して 0.06～0.08ppm の O₃を通気したところ、I⁻添加海水

で平均 4 pmol、IO₃⁻添加海水で平均 1.8 pmol の CH₂I₂の発生が確認された。また実験終

了後に褐色バイアル瓶に海水を分取し、10 日の期間で 2 日に一度分析を行ったところ、

海水中 CH₂ I₂濃度は IO₃⁻添加海水を除いて明確に増加し、高濃度 O₃実験では

49pmol/L/day、自然界濃度 O₃実験では 0.2pmol/L/day、I⁻添加海水実験では 3.2pmol/L/day

の速さでそれぞれ増加した。本研究の結果より、海水と O₃反応から発生する CH₂I₂は

海水中にて IO₃⁻ではなく I⁻をヨウ素源として、I⁻が O₃と反応することで発生する I₂が

海水中有機物に働きかけることで、ヨードホルム反応に類似した化学反応から発生する

可能性が示唆された。 
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